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Bト
新
た
な
飛
躍
と

健
康
を
願
っ
て

mm
ス
タ
ー
ト
F
・

穏
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
た

一
九
九
三
年
元
日
の
朝
、
恒
例

の
第
四
回
元
旦
健
康
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
川
上
小
学
校

グ
ラ
ン
ド
に
は
、
今
年
も
健
康

な
一
年
を
願
っ
て
ジ
ョ
ギ
ン
グ

を
楽
し
む
家
族
連
れ
や
、
新
た

な
飛
躍
を
誓
っ
て
健
脚
を
競
う

若
者
達
な
ど
町
内
外
か
ら
二
百

十
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ど
の
顔
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
希

望
と
自
信
が
満
ち
溢
れ
て
お
り
、

爽
や
か
な
汗
を
額
に
に
じ
ま
せ

な
が
ら
元
気
い
っ
ぱ
い
最
後
ま

で
走
り
抜
き
ま
し
た
。

町の動き(1月1日現在)男4，993人(+11)女5，574人(+9)計10，567人(+20)世帯数3，330戸(+10) 
( )内前月比
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年
頭
の
御
挨
拶

森

房

川
内
町
長

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
こ
ざ
い
ま
す
。

平
成
五
年
の
年
頭
に
あ
た
リ
、
町
民
の
皆
様
方
に
謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
我
が
国
は
、
激
動
す
る
世
界
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、
国
際
社
会
へ
の
役
割
を
果
た

す
一
方
、
園
内
的
に
は
バ
ブ
ル
崩
壊
の
立
て
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
な
が
ら
も
、
国
民
経
済
と

生
活
の
安
定
を
保
持
し
、
国
民
の
大
多
数
の
者
は
、
「
世
界
的
に
最
も
安
定
し
た
国
家
で
あ

る
」
こ
と
を
自
認
す
る
事
の
で
き
る
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

固
に
於
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
「
国
際
貢
献
」
と
、
心
豊
か
な
「
生
活
大
国
日
本
」
を
目
指

し
て
の
諸
政
策
を
推
進
し
、
世
界
の
平
和
と
安
定
、
そ
し
て
、
よ
リ
一
一
層
の
国
民
生
活
の
向

上
を
目
指
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
で
も
、
一
つ
に
は
、
こ
れ
ら
国
の
施
策
と
相
ま
っ
て
本
年
度
よ
り
下
水

道
整
備
事
業
の
具
体
的
な
計
画
立
案
に
着
手
し
、
長
期
計
画
と
し
て
実
現
へ
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
‘
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
懸
案
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
諸

事
業
に
対
し
ま
す
と
こ
ろ
の
種
々
の
問
題
点
に
つ
き
ま
し
て
も
、
着
実
に
解
決
の
方
向
へ
と

前
進
し
、
特
に
川
内
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
計
画
し
て
お
リ
ま
し
た
「
工
場
誘
致
事
業
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
元
地
権
者
の
方
々
の
御
理
解
と
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
い
よ
い
よ

本
年
度
か
ら
本
格
着
工
の
運
び
と
相
成
リ
ま
し
た
。
ま
た
、
福
祉
施
策
の
一
環
と
し
て
、
昨

年
末
探
査
を
致
し
て
参
リ
ま
し
た
「
温
泉
開
発
」
に
つ
き
ま
し
で
も
、
本
年
度
に
お
い
て
掘

削
を
行
い
、
是
非
と
も
こ
れ
を
実
現
さ
せ
た
い
と
切
望
致
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
こ
こ
に
、
さ
ら
な
る
町
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
の
為
、
全
力
を
傾
注
す
る
事
を

改
め
て
決
意
致
し
ま
す
と
共
に
、
新
し
い
年
も
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
併
せ
ま
し
て
町
民
の
皆
様
方
の
御
多
幸
を
お
祈
り
し
、
年
頭
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 義4

2-

補
正
総
額

七
億
五
千
百
六
十
丸
万
四
千
円

温
泉
掘
削
工
事
費
・
道
路
橋
梁
新
設
改
良
費
等

平
成
四
年
度
の
+
二
月
定
例
町
議
会
は
、
十
二
月
二
十
二
日
開
会
し
、
平
成
四
年
度

補
正
予
算
な
ど
議
案
+
六
件
の
ほ
か
、
下
水
道
整
備
等
促
進
特
別
委
員
会
設
置
案
な
ど

発
議
五
件
、
報
告
一
件
、
選
任
一
件
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
承

認
し
、
二
十
五
日
開
会
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

12/22--25 

温
泉
掘
削
工
事
費
な
ど
総
額
七
億

五
千
百
六
十
九
万
四
千
円
の
補
正
予

算
と
な
り
ま
し
た
。

般

A
A

五

計

六
六
七
、
三
四
三
千
円

補
正
総
額

累
計
総
額四
、
三
四
八
、
七
八
五
千
円

主
な
補
正
の
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

O
町
有
敷
地
境
界
擁
壁
工
事
費

J 
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• 
五
、
六

O
O千
円

。
法
人
税
割
過
年
度
還
付
金

一

O
、
九

O
O千
円

。
国
保
特
別
会
計
繰
出
金

三
五
、
七
一

O
千
円

。
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
基
金
積
立

金
補
助
費
六
六
、
六
六
三
千
円

。
寝
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当
扶
助

費

三

一

七

五

千

円

。
地
方
改
善
施
設
整
備
事
業
費
(
海

上
・
樋
ノ
口
線
工
事
費
、
土
地
購

入
費
)

一
一
九
、
七
五
八
千
円

。
筒
水
特
別
会
計
繰
出
金

一一、

0
0
0千
円

。
清
掃
セ
ン
タ
ー
周
辺
整
備
事
業
費

一
、
三
九

O
千
円

。
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
費
(
則

之
内
・
和
田
丸
・
井
内
中
野
地
区

圃
場
整
備
工
事
費
)

一
O
、
O
一
八
千
円

。
温
泉
整
備
事
業
費
(
温
泉
掘
削
工

事
請
負
費
等
)一三
四
、
六

O
O千
円

。
道
路
橋
梁
維
持
修
繕
工
事
費

二
五
、

0
0
0千
円

。
道
路
橋
梁
新
設
改
良
費
(
土
地
購

入
費
、
負
担
金
等
)

五
九
、
七
六
三
千
円

。
消
防
施
設
工
事
費
(
徳
吉
蔵
置
所

用
地
造
成
等
)
二
、
二

O
O千
円

。
三
島
神
社
消
火
栓
設
備
工
事
費

一
、
七
二
六
千
円

。
町
債
償
還
元
金
(
住
宅
新
築
資
金

貸
付
金
期
限
前
償
還
分
等
)

一
三
、
一

O
五
千
円

。
町
債
償
還
利
子ム
六
、
七
七
九
千
円

。
土
地
開
発
基
金
繰
出
金

四
五
、

0
0
0千
円

。
町
債
管
理
基
金
積
立
金

二
一
、
五
三

O
千
円

。
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
基
金
積
立

金

一

0
0
、
0
0
0千
円

。
国
庫
償
還
金
六
、
九

O
五
千
円

国

民

健

康

保

険

特

別

会

療
養
給
付
責
保
険
者
負
担
金
等
で

補
正
総
額
五
九
、
二
二

O
千
円

累
計
総
額
六

O
八
、
五
三
六
千
円

老
人
保
健
特
別
会
計

老
人
医
療
支
給
費
負
担
金
で
、

補

正

総

額

九

、

0
0
0千
円

思相・

T
公
営
貝

弓
月
三
p
'ネ
内
Jmwm
ロ

一
二

一
O
千
円

八
四
三
、

簡
易
水
道
特
別
会
計

道
路
改
良
支
障
移
転
工
事
費
等
で

補
正
総
額
二
ハ
、
一
三
一
千
円

累
計
総
額
三
二
五
、
二
二
三
千
円

計

新
し
く
完
成
し
、
配
水
管
布
設
が

待
た
れ
る
日
浦
余
野
地
区
水
道
施

品豆m--日

こ
般
議
案
〕

O
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
関
す
る
も
の

任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護
委
員

掴F

候
補
者
に
西
組
の
高
須
賀
恵
三
郎
氏

(
六
十
歳
)
を
推
薦
す
る
た
め
意
見

を
求
め
、
同
意
を
さ
れ
ま
し
た
。

O
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契

約
及
び
、
財
産
の
取
得
又
は

処
分
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
関
す
る
も
の

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
は

一
月

一
日
よ
り
予
定
価
格
五
千
万
円

以
上
の
工
事
又
は
製
造
の
請
負
と
な

り
ま
し
た
。

O
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
関
す
る
も
の

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
給
料
月

額
及
、
び
諸
手
当
の
額
が
改
定
さ
れ
ま

し
た
。
O
川
内
町
在
宅
寝
た
き
り
老
人

等
介
護
手
当
支
給
条
例
の
制

定
に
関
す
る
も
の

在
宅
寝
た
き
り
老
人
等
に
対
す
る

介
護
手
当
と
し
て
、
一
月
一
日
よ
り

一
人
月
額
、
五
千
円
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

O
温
泉
郡
川
内
町
重
信
町
衛
生

組
合
規
約
の
一
部
改
正
に
関

す
る
も
の

組
合
構
成
町
の
権
利
義
務
の
割
合

を
廃
止
し
、
経
費
の
負
担
率
を
川
内

町
を
百
八
刀
の
四
十
一
・
一
に
、
重
信

， 
町
を
百
分
の
五
十
八

・
九
に
そ
れ
ぞ

れ
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

O
平
成
四
年
度
工
事
請
負
蛮
更

契
約
の
締
結
に
関
す
る
も
の

緊
急
地
方
道
路
整
備
事
業
天
神

・

鳥
ノ
子
線
、
西
中
村
・
西
組
線
道
路

改
良
工
事
並
び
に
、
日
浦
・
余
野
水

道
施
設
工
事
の
計
三
件
に
つ
き
、
工

事
変
更
設
計
に
伴
い
、
請
負
変
更
契

約
を
締
結
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決

を
求
め
ま
し
た
。

O
字
の
区
域
の
蛮
更
に
関
す
る

も
の
県
営
圃
場
整
備
事
業
川
内
北
地
区

(
宝
泉
、
日
之
上
工
区
)
、
農
村
総
合

整
備
モ
デ
ル
事
業
三
軒
屋
地
区
、
構

造
政
策
推
進
モ
デ
ル
集
落
整
備
事
業

板
屋
ノ
子
地
区
並
び
に
、
第
三
期

山
村
振
興
農
林
漁
業
対
策
事
業
板
屋

ノ
子
地
区
の
計
四
地
区
に
係
る
換
地

処
分
の
た
め
、
字
の
区
域
が
変
更
さ

れ
ま
し
た
。〈

議
員
発
議
〉

O
特
別
委
員
会
の
設
置
に
関
す

る
も
の

下
水
道
の
整
備
等
を
推
進
す
る
た

3 



め
、
下
水
道
整
備
等
促
進
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
委
員
八
名
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

O
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
も

の米
の
市
場
開
放
阻
止
等
に
関
す
る

も
の
、
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
の

早
期
批
准
に
関
す
る
も
の
、
政
治
倫

理
の
確
立
を
求
め
る
も
の
計
三
件
に

つ
い
て
、
意
見
書
を
内
閣
総
理
大
臣

他
関
係
各
省
庁
大
臣
宛
て
提
出
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
他
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会

に
よ
る
平
成
三
年
度
一
般
会
計
及
び

各
特
別
会
計
の
決
算
審
査
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〈
追
加
議
案
〉

O
議
員
辞
職
勧
告
決
議
案
に
関

す
る
も
の

こ
の
た
び
の
定
例
町
議
会
に
於
て

議
会
議
員
よ
り
議
員
の
学
歴
詐
称
に

つ
い
て
、
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

問
題
と
な
っ
た
の
は
、
一
昨
年
四

月
に
行
わ
れ
た
町
議
会
議
員
選
挙
で

初
当
選
し
た
片
山
益
男
議
員
(
五
十

五
歳

)
1保
守
系
無
所
属
H
H

の
最
終

学
歴
に
詐
称
が
あ
っ
た
と
す
る
も
の

で
す
。同
議
会
で
は
、
二
十
五
日
学
歴
詐

称
議
員
の
道
義
的
責
任
を
問
う
べ
く

J
 

議
員
に
対
し
、
自
ら
の
意
思
で
、

議
員
の
職
を
辞
す
る
よ
う
求
め
る
内

容
の
議
会
の
決
議
の
こ
と
を
い
う
。

議
員
の
辞
職
勧
告
決
議
に
つ
い
て

は
法
律
上
規
定
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
議
会
が
た
と
え
辞
職
勧
告
の
決

議
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と

自
体
で
は
、
何
ら
法
的
な
効
果
を
も

つ
も
の
で
な
く
、
事
実
上
は
と
も
か

く
と
し
、
勧
告
を
受
け
た
議
員
が
、

決
議
に
拘
束
さ
れ
辞
職
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
。

議
員
は
、
住
民
の
直
接
選
挙
に
よ

り
選
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

自
ら
辞
職
を
申
し
出
て
、
議
会
ま
た

は
議
長
の
許
可
を
得
る
(
自
治
法
一

一
二
八
)
か
、
資
格
決
定
の
手
続
き
に

よ
り
、
被
選
挙
権
を
有
し
な
い
者
で

あ
る
と
決
定
さ
れ
る
(
自
治
法
一
一
一

七
)
か
、
懲
罰
事
由
に
該
当
し
、
除

名
の
処
分
を
受
け
る
(
自
治
法
二
二

議
員
辞
職
勧
告
決
議
案
が
追
加
提
出

さ
れ
、
賛
成
十
二
人
、
反
対
三
人
、

除
斥
二
人
の
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

1
)
土品
7
し
か
~
。

※
議
員
の
辞
職
勧
告
決
議
と
は
※

五
)
な
ど
し
な
い
限
り
、
そ
の
地
位

を
失
う
こ
と
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
数
多
い
議
員
の

な
か
に
は
、
詐
欺
事
件
等
の
議
員
に

あ
る
ま
じ
き
不
祥
事
に
関
係
し
た
り

「
無
礼
の
言
葉
を
使
用
し
、
又
は
他

人
の
私
生
活
に
わ
た
る
言
論
を
し
て

は
な
ら
な
い
」
(
自
治
法
一
三
一
ご

「
議
会
の
品
位
を
重
ん
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
(
標
会
規
県
一

O
一、

市
一
四
八
、
町
村
一

O
二
)
と
い
っ

た
議
会
の
規
律
に
反
す
る
言
動
に
よ

り
、
議
会
運
営
を
混
乱
せ
し
め
る
な

ど
と
い
っ
た
例
が
な
い
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
場
合
に
、
議
会
の
信
頼

を
回
復
さ
せ
、
あ
る
い
は
規
律
を
保

持
す
る
た
め
に
、
該
当
の
議
員
に
対

し
、
辞
職
を
求
め
る
辞
職
勧
告
決
議

案
を
可
決
し
、
議
会
の
意
志
を
表
明

す
る
方
法
が
と
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

(
地
方
議
会
用
語
辞
典
よ
り
抜
粋
)

川
内
町
消
防
団
の

新
し
い
副
団
長
に

白
石
善
四
郎
さ
ん

一
月
一
日
付
就
任

4-

川
内
町
消
防
団
で
は
、
こ
の
ほ
ど

同
消
防
団
副
団
長
と
し
て
十
三
年
間

も
の
永
き
に
わ
た
り
、
職
務
に
精
励

さ
れ
た
八
木
隆
義
さ
ん
(
六
十
二
歳
・

保
免
)
が
、
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。

後
任
に
は
、
白
石
善
四
郎
さ
ん

(
消
防
団
第
一
分
団
長
・五
十
六
歳
・

徳
音
)
が
、
本
年
一
月
一
日
付
け
を

も
っ
て
、
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
わ
願
い
申
し
上
げ
ま

す。内
町
役
場
(
竺

ハ六
|
二
二
二
二
…

自

衛

官

募

集

中

/

有
線
二
一
一
一
)
又
は
、
白
衛
隊
町

愛
媛
地
方
連
絡
部
(
含
四
一
ー
ー
八

一
自
衛
隊
で
は
、
陸
上
、
海
上
、
三
八
一
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
o

m

…

航

空

の

自

衛

官

を

募

集

し

て

い

ま

一

…

す

。

な

お

、

自

衛

官

募

集

相

談

員

に

下
古
市
桑
原
貞
利
さ
ん
と

山

O
応

募

資

格

~

十
八
歳
以
上

1
二

十

七

歳

未

満

則

之

内

大

野

桂

さ

ん

が

一

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

入
隊
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
川

一J
{



• 
寝
た
き
り
老
人
等

家
庭
介
護
者
に
手
当
支
給
/

一
人
月
額
五
千
円
を

四
月
、
八
月
、
十
二
月
に

こ
の
ほ
ど
厚
生
省
調
査
発
表
で
も

あ
っ
た
よ
う
に
、
高
齢
者
の
ほ
と
ん

ど
の
方
は
老
後
を
住
み
慣
れ
た
家
庭

で
家
族
と
と
も
に
過
ご
し
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
支
援
し
、
高

齢
化
社
会
の
福
祉
推
進
の
一
環
と
し

て
、
川
内
町
で
は
、
平
成
五
年
一
月

一
日
か
ら
、
在
宅
で
寝
た
き
り
老
人

(
六
十
五
歳
以
上
で
、
し
か
も
六
ヶ

月
以
上
寝
た
き
り
、
又
は
そ
の
見
込

確
実
者
)
や
、
重
度
の
痴
呆
性
老
人

(
問
、
日
常
会
話
も
不
可
能
で
常
時

介
護
の
要
)
と
家
庭
で
同
居
し
、
常

時
介
護
を
さ
れ
て
わ
ら
れ
る
介
護
者

の
方
々
に
一
人
、
月
額
五
千
円
の
手

当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
(
内
、
二
千
五
百
円
は
愛
媛
県

か
ら
補
助
を
受
け
る
も
の
で
、
十
二

月
町
議
会
で
条
例
制
定
可
決
)

こ
れ
を
受
け
る
た
め
の
申
請
は
、

役
場
福
祉
課
で
受
付
け
し
ま
す
か
ら

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
早
急

に
詳
細
を
電
話
紹
介
す
る
等
し
て
申

請
し
て
下
さ
い
。

。
問
い
合
わ
せ

・
申
し
込
み
先

川
内
町
役
場
福
祉
課
福
祉
係

宮
六
六

l
二
二
二
二
内
線
三
二

有

線

二

一

三

一

新
し
い
愛
媛
農
業

確
立
運
動
を
め
ざ
し
て
/
その5 ，. 

来
る
べ
き
二
十

一
世
紀
を
目
指
し
た
新
し
い
愛
媛
農
業
を
確
立
す
る
た
め

の
実
践
運
動
の
中
か
ら
、
今
回
は
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
高
収
益
農
業
を

展
開
す
る
た
め
の

「銘
品
ョ
つ
く
り
」
運
動
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

銘

品

づ

く

り

運

動

四
季
を
通
じ
て
恵
ま
れ
た
自
然
条

件
、
内
外
の
有
利
な
市
場
条
件
や
優

れ
た
技
術
集
積
の
伝
統
を
生
か
し
な

が
ら
、
消
費
の
多
様
化

・
高
級
化
等

に
即
応
し
た
作
目

・
作
型
の
開
発
、

ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、
品
目
ご
と
に

個
性
的
な
銘
柄
産
地
づ
く
り
運
動
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ウ
ス
導
入

に
よ
る
高
品
質
産
地
ゃ
つ
く
り
を
進
め

る
と
と
も
に
、
消
費
者
ニ

l
ズ
に
対

応
し
た
新
し
い
流
通
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

開
拓
な
ど
流
通
販
売
対
策
を
強
化
し

高
収
益
農
業
を
目
指
し
ま
す
。

マ
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
運
動
ム

大
一
産
地
一
ブ
ラ
ン
ド
運
動

産
地
ご
と
、
地
域
特
産
品
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
図
り
ま
す
。

マ
健
康
で
安
全
な

農
産
物
づ
く
り
運
動
ム

女
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
運

管制

M
藷
皇産
地
や
生
産
者
を
記
入
し
た
出
荷

物
を
消
費
者
に
提
供
し
ま
す
。

大
土
づ
く
り
推
進
運
動

高
品
質
な
農
産
物
を
安
定
的
に
得

る
た
め
、
有
機
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ

ス
テ
ム
を
確
立
し
、
地
力
の
維
持
増

進
に
努
め
、
健
康
な
士
守
つ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

大
農
薬
危
害
防
止
運
動

農
薬
の
性
質
、
作
用
及
び
危
害
防

止
法
並
び
に
農
薬
の
適
性
使
用
保
管

管
理
等
を
広
く

一
般
に
周
知
徹
底
さ

せ
、
併
せ
て
農
薬
に
つ
い
て
の
正
し

， 
い
理
解
の

一
一層
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

マ
ハ
ウ
ス
導
入
促
進
運
動
ム

ハ
ウ
ス
の
導
入
に
よ
っ
て
、
高
品

質
産
地
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に

土
地
利
用
型
農
業
に
あ
っ
て
も
、
一

部
施
設
化
の
導
入
を
促
進
し
、
高
収

益
農
業
を
目
指
し
ま
す
。

マ
品
目
別
銘
柄
産
地

づ
く
り
運
動
ム

米
、
麦
、
大
豆
、
果
樹
、
野
菜
、

花
き
、
肉
用
牛
、
酪
農
、
中
小
家
畜
、

工
芸
作
物
、
繭
な
ど
品
目
ご
と
に
個

性
的
な
銘
柄
産
地
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。
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成人式百
四
十
三
名
が
大
人
の
仲
間
入
り

去
る
一
月
十
五
日
、
中
央
公
民
館
で
町
主
催
に
よ
る
平
成
五
年
成
人
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
町
内
で
成
人
式
を
迎
え
た
人
は
、
昭
和
田
+
七
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
百
四
+
三
名
で
、
こ
の
内
、

八
十
九
名
が
参
加
し
、
二
十
歳
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
行
わ

れ
た
式
典
で
は
、
ま
ず
森
町
長

が
式
辞
を
述
べ
、
新
し
い
人
生

の
門
出
を
祝
う
は
な
。
む
け
の
言

葉
を
贈
る
と
と
も
に
参
加
し
た

新
成
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
し

た
。
こ
の
後
、
来
賓
の
方
々
か

ら
の
祝
辞
や
祝
電
が
披
露
さ
れ
、

続
い
て
新
成
人
を
代
表
し
、
門

屋
誠
吾
さ
ん
と
大
西
正
日
平
さ
ん

が
、
「
大
人
と
し
て
の
自
覚
と
責

任
あ
る
行
動
で
立
派
な
社
会
人

と
な
り
ま
す
己
と
決
意
を
新
た

に
力
強
い
誓
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
は
新

成
人
の
限
り
な
い
前
途
を
祝
し
、

/新平33Zージノ

い
つ
も
何
か
を
探
し
続
け
よ
う
f子

← 6 

一
月
十
五
日
は
「
成
人
の
日
」
|
|
一
一十
歳
を
迎
え
た

皆
さ
ん
の
中
に
は
夢
や
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る

方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
門
出
を
祝
っ
て
、
バ
ル
セ
ロ
ナ

・
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
女
子
マ
ラ
ソ
ン
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
有
森
裕
子
さ

ん
か
ら
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

新

成

人

に

贈

る
言
葉

バ
ル
セ
ロ
ナ

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

女
子
マ
ラ
ソ
ン
銀
メ
ダ
リ
ス
ト

万
歳
三
唱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
の
後
は
、
「
は
た
ち
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
と
題
し
た
集
い
が
聞
か

れ
、
か
つ
て
の
恩
師
の
先
生
方
も

交
え
、
新
成
人
た
ち
一
人

一
人
が
、

成
人
と
な
っ
た
こ
と
の
歓
び
ゃ
抱

負
を
語
り
合
う
な
ど
、
な
ご
や
か

な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
後
、
全

員
で
記
念
写
真
を
撮
っ
て
終
了
し

宇
品
?
し
れ
~
。

私
が
成
人
の
日
を
迎
え
た
の
は
、

今
か
ら
六
年
前
、
大
学
二
年
の
時
で

し
た
。
駅
伝
を
控
え
、
そ
の
練
習
に

明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
成
人

式
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ

る

れ
が
A
7
思
え
ば
残
念
な
こ
と
で
す
。

わ

そ
の
頃
の
私
に
は
、
体
育
の
教
師

だ

に
な
る
と
い
う
目
標
が
あ
り
ま
し
た
。

乙
そ
の
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
た
人

途
は
、
小
学
校
三
、
四
年
の
と
き
の
体

一
育
の
先
生
で
し
た
。
運
動
を
通
し
て

有

裕

森

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

と
て
も
信
望
の
厚
い
先
生
で

w
私
も

体
育
の
先
生
に
な
ろ
う
ω

と
い
う
大

き
な
力
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

大
学
に
入
り
陸
上
を
続
け
た
最
も

大
き
な
理
由
も
、
教
師
に
な
り
た

か
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
大
学

四
年
生
に
な
り
、
い
ざ
就
職
を
決
断

す
る
と
き
に
、
ま
だ
ま
だ
走
り
続
け

た
い
自
分
が
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。

⑨ 



• 

」今回成人式を迎えられた方の中から、次の4人の方々が
/~新成人としての抱負や若者から見た町づくりの展望に4も
畠活安h ついて語ってくれましたので、こ紹介します。 援霊F

曲里

門屋誠吾さん

下沖

渡部由利さん

下之町

大西晋平さん

土谷

中島三奈子さん

成
人
式
で
自
分
の
意
見
を
述
べ
た
と
き
に
、
ふ
と
考
え
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
「
今
、
や
っ
と
成
人
に
な
っ
た

の
だ
な
己
と
い
う
こ
と
で
す
。

成
人
と
は
、
文
字
通
り
「
人
に
成
る
」
こ
と
で
す
。
自
分

の
思
い
込
み
だ
け
で
は
な
く
、
周
囲
に
認
知
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
は
じ
め
て
そ
の
効
力
が
発
生
す
る
こ
と
を
自
覚
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
成
人
の
あ
る
べ
き
姿
に
向
か
っ
て
、
さ
ら

に
前
進
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

私
は
、
成
人
式
を
迎
え
ま
し
た
が
現
在
学
生
で
あ
り
、
ま
だ

社
会
に
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
ま
だ
自
覚
が
あ
り
ま
せ

ん
。
で
も
、

二
十
歳
に
な
る
と
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
、
国
民
年
金

も
払
う
よ
う
に
な
り
、
少
し
ず
つ
社
会
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

A
7
の
ま
ま
、
自
覚
の
な
い
ま
ま
社
会
に
参
加
す
る
の
は
無

責
任
に
思
い
ま
す
。
、
だ
か
ら
、
大
人
と
し
て
と
い
う
よ
り
も
、

社
会
を
作
り
上
げ
て
い
く
人
と
し
て
の
責
任
を
持
ち
た
い
と

思
い
ま
す
。

現
在
、
僕
は
県
外
で
生
活
し
て
い
る
た
め
に
、
年
二
回
し

か
帰
省
で
き
ま
せ
ん
。
帰
省
す
る
度
に
、
自
分
の
中
で
描
い

た
「
自
然
の
豊
富
な
住
み
よ
い
町
砂
川
内
H

」
か
ら
、
「
目
ま
ぐ

る
し
い
発
展
の
町
H

川
内
乙
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
川
内
に
は
人
と
人
が
触
れ
合
う
こ
と
の
で
き
る

温
か
さ
が
あ
り
、
文
化
的
に
も
落
ち
着
い
た
す
ば
ら
し
い
町

で
す
。
ご
う
し
た
「
川
内
ら
し
さ
」
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
、

魅
力
あ
る
町
づ
く
り
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
地
域
産
業
や
経
済
の
新
し
い
対
応
と
展
開
に
よ
っ

て
様
々
な
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。

そ
の

一
つ
に
は
、
高
速
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
資
本

の
充
実
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
町
が

活
性
化
す
る
か
ど
う
か
は
、
今
後
の
大
き
な
課
題
と
な
る
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
開
発
に
貢
献
す
る
の
が
、
私
達
若

者
の
使
命
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

，. 

⑨
 

らたつ、.
4HH 
つ

社

会

人

に

な

っ

て

三
年
。
学
生
時

見
代
に
は
、
遠
い
夢
の
か
な
た
の
存
在

さ・別
別
で
あ
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出
場

闘
が
決
ま
り
ま
し
た
。
夢
が
現
実
と

な

っ
た
の
で
す
。

バ
ル
セ
ロ
ナ

・
オ
リ
ン
ピ

y
ク
ま

で
の
数
か
月
間
は
、
一
日
平
均
で
三

十
五

1
四
十
キ
ロ
を
、
午
前
と
午
後

に
分
け
て
走
り
込
み
ま
し
た
。
来
る

日
も
来
る
日
も
、
黙
々
と
走
り
続
け

る
の
は
、
と
て
も
つ
ら
い
こ
と
で
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
孤
独
と
精
神
力

の
闘
い
で
し
た
。
で
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
メ
ダ
ル
を
取
り
た
い
と
い
う
目

標
が
、
き
つ
い
練
習
の
日
々
の
中
で
、

y
自
分
に
負
け
て
な
る
も
の
か
μ

と
い

う
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
の
で
す
。

私
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
、
と
て
も

意
地
っ
張
り
で
、
何
か

一
つ
の
こ
と

を
や
ろ
う
と
思
い
立
つ
と
、
最
後
ま

で
あ
き
ら
め
な
い
と
い
う
性
格
で
し

た
。
四
十
二
・

一
九
五
キ
ロ
を
完
走

す
る
マ
ラ
ソ
ン
に
、
そ
ん
な
性
格
が

少
し
は
役
に
立
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
、
時
々
思
い
ま
す
。

私
に
は
、
マ
ラ
ソ
ン
し
か
な
い
|

自
分
に

負
け
て
な
る
も
の
か

e つ
ま
り
ご
」
れ
し
か
な
い
H

と
い
う

あ
る
意
味
で
切
羽
詰
ま
っ
た
思
い
が

あ
れ
ば
、
ど
ん
な
つ
ら
い
こ
と
に
も

耐
え
ら
れ
、
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。

-7ー

町
こ
れ
N

と
い
う
も
の
が

必
ず
あ
る
は
ず

で
す
か
ら
、

H

私
に
は
こ
れ
が
あ

る
H

H

こ
れ
し
か
な
い
H

と
い
う
も
の

を
、
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
ど
ん
な
人
に
も
、
ご
」
れ
H

と
い
う
も
の
は
必
ず
あ
る
は
ず
で
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
見
つ
け
ら
れ
る
の

は
、
人
生
の
中
で
も

一
番
命
輝
く
と

き
||
|
二
十
歳
な
の
で
は
な
い
か
と

い
う
気
が
す
る
の
で
す
。

二
十
歳
の
季
節
を
迎
h

ええ
h

ら
勺
れ
た
比
皆白

さ
ん
に
私
が
一
三
吉

に
あ
つ
た
何
か
を
、
い
つ
も
探
し
続

け
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

し
て
、
そ
の
目
標
が
見
つ
か
っ
た
な

ら
、
一
途
に
こ
だ
わ
っ
て
み
る
こ
と

も
、
若
さ
の
素
直
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

私
も
新
た
な
目
標
を
見
つ
け
る
た
め

に
、
走
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

E炎
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パー
η
/日

b
柁
/

9
も
ち
つ
き
会

ク
リ
ス
マ
ス

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト4 

川内コーラスは、日頃の活動成果の披露と親睦
を兼ね、その家族や隣町の重信コーラスなど70名
を招いてミニコンサー卜を開きました。

川内保育園の4、5才児約60名が交流活動を行
っている三恵ホームを訪れ、おもちつきなどを

通し入所者との親睦交流を深めました。

ワ
ン
パ
ク
教
室
の
親
子
約
部
名
は
、
地

域
の
伝
統
文
化
を
通
し
て
お
年
寄
り
と
の

交
流
を
深
め
よ
う
と
、
老
人
ク
ラ
ブ
(
刊
名
)

の
手
ほ
ど
き
で
H

し
め
な
わ
作
り
H

に
挑
戦

し
ま
し
た
。

マ12/20しめなわ作り

マ12/26年末特別少年夜警

川内町消防団の本部と第六・七・八分団では

総勢80名余りの児童が参加し、恒例の年末特別
少年夜警を行いました。(写真:第六分団保免)

平
成
五
年
は
酉
で
す
。
十
二
支

の
動
物
の
中
で
、
た
だ
一
つ
の
鳥

類
で
す
。
単
に
鳥
と
い
う
と
、
ニ

ワ
ト
リ
(
鶏
)
を
思
い
浮
か
べ
る
人

も
多
い
よ
う
で
す
が
、
ニ
ワ
ト
リ

は
人
間
と
最
も
な
じ
み
深
い
鳥
と

い
え
ま
す
。

ニ
ワ
ト
リ
と
い
え
ば
卵
ー
ー
ー
日

本
人
が
一
年
間
に
食
べ
る
卵
の
数

は
、
一
人
当
た
り
三
百
十

一
個
で

す
(
世
界
鶏
卵
協
議
会
・
一
九
九
一

年
発
表
)
。
こ
れ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に

次
い
で
、
世
界
第
二
位
で
す
。
ニ

ワ
ト
リ
に
は
、
随
分
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

ニ
ワ
ト
リ
の
ル

1
ツ
は
、
イ
ン

ド
、
ス
マ
ト
ラ
な
ど
の
ジ
ャ
ン
グ

ル
に
住
む
ヤ
ケ
イ
(
野
鶏
)
を
改
良

し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
、
い
ま
で
は
世
界
中
の
ほ
と

ん
ど
で
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

ニ
ワ
ト
リ
が
日
本
の
文
献
に
最

初
に
登
場
す
る
の
は
『
古
事
記
』
で

す
。
天
照
大
神
が
天
の
岩
屋
に
こ

も
っ
た
と
き
、
そ
の
岩
屋
か
ら
出

て
も
ら
う
た
め
に
、
常
世
の
長
鳴

鳥
を
鳴
か
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
東
南
ア
ジ
ア
に
は
、
ニ

ワ
ト
リ
が
太
陽
を
呼
び
出
す
い
ろ

い
ろ
な
神
話
が
あ
り
ま
す
が
、
日

本
も
そ
う
し
た
流
れ
を
く
ん
で
い

る
の
で
し
ょ
、
っ
。

ニ
ワ
ト
リ
に
は
、
卵
用
や
肉
用
、

卵
肉
兼
用
、
観
賞
用
な
ど
の
種
類

が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
観
賞
用
の

ニ
ワ
ト
リ
の
中
で
は
、
特
に
長
尾

鶏
が
世
界
的
に
も
有
名
で
す
。
尾

が
十
二
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
の
も

い
ま
す
。
ま
た
、
鳴
き
声
の
よ
い

東
天
紅
は
、
張
り
の
あ
る
声
で

二

十
秒
近
く
も
鳴
き
続
け
る
も
の
も

い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
声
良
鶏
や

唐
丸
な
ど
、
鳴
き
声
自
慢
が
い
ろ

い
ろ
い
ま
す
。

人
間
と
縁
の
深
い
ニ
ワ
ト
リ
で

す
が
、
最
近
は
そ
の
姿
を
見
か
け

る
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

昔
は
農
家
の
庭
先
な
ど
で
飼
わ
れ

て
い
て
、
文
字
通
り
の
「
ニ
ワ
ト

リ
」
で
し
た
。
し
か
し
、
現
在
で

は
企
業
の
養
鶏
が
中
心
と
な
り
、

ケ
ー
ジ
で
え
さ
や
水
を
与
え
て
飼⑧
 

-8 



• 

第
四
回

行(新居浜市)

章(上古市)

博(新居浜市)

o 5km競争の部
神野洋

丸山雅

松木

一位

二位

三位

o 3km健康の部
向井雅諭紀(今治市)

渡辺卓哉(中之町)

向井裕紀弘(今治市)

o 5km健康の部
孝幸(上古市)

勇人(上古市)

由加子(北条市)

山

部

中

丸

渡

田

一位

二位

三位

一位

二位

三位

元
E
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
結
果

高(竹之鼻)

靖(重信町)

晋(天神)

o 7km競争の部
一位

二位

三位

平岡

高須賀

長曽我部

三世代交流コミュニティ
フェスティパル大会

1 /9 
中央公民館で婦人会、老人ク

ラブ、中学生等三世代約200名余
りが一堂に会し、町VYSの皆さ
んの協力によりゲームを楽しみ
交流を深めました。

ノ..  

". 

⑨ っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
「
ハ

コ
ト
リ
」
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
ま

す。
今
年
は
酉
年
。

向
か
っ
て
時
を
告
げ
る
烏
の
芦
で

目
を
覚
ま
す
と
い
う
の
は
、
都
会

人
に
と
っ
て
は
無
理
な
よ
う
で
す
。

に場めた重ろさこ工けしな重床恵ぇづ
飾半所飾輪ねれをてたいに上方守く暮
る日がり飾てをうにす藁水で作にをりれ
主は多をり付二ら山るのを用るご調をの
なたい作でけ枚じく O 細つ意。ざベす二
場つのるあ 手をてる十
所ぷで家る ~宅建思 に敷そ。五
はりおも。 A額私戸潜虫色 ついの暦日
正か飾あ暖の 二銀¥T/激 ばて方で頃
月かりる簾f 瓶、JMF 1 き新kfきそに
のるづ。式 .i.h}' W ~J" を藁fにのお
神 O く飾の ¥' 111 寄 つで T年飾
を りるし Ul， け丁ぐ、のり

る簾さ多 JhJ 表お床ん配
。式んく 一 一J 玄水、やる
のやお~頭咽耐癖~司楠町 関神お氏わ
し床飾郡部新11N1!携i耐|やさ大神た
めのり 11M M!l M 長ん黒さな
智問zl!jli!i (抑制Jl 日 再三ゃi2i
' しめかさり
を表け 午敷与九市巴
す玄たた農ややか口場便馬神宮喜子つ'JSf
る関。る具鍬Lぐ機臣、な所のさ謁2て照主
家におま類ならやそど、駄だん云んあ大安
もはたでにど、石のの風屋ゃ、 fる神2
あ暖な数いの鋤Z臼2ほ入呂、又 fv おさ

で
も
、
初
日
に

川
内
の
年
中
行
事

『
お
飾
り
さ
ん
』

そ
の
⑧一
月

ふ
る
里
の
記
録
よ
り

9一



同和教育

み
ん
な
の
幸
世
を

願
っ
ーて
|教育委員会 l

ー
全
国
同
和
教
育
研
究
大
会
に
参
加
し
て
|

今
回
初
め
て
全
国
同
和
教
育
研
究

大
会
(
平
成
四
年
十

一
月
二
十
八
日

か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
)
に
参
加

す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

二

万
七
千
人
と
い
う
大
集
会
で
も
思
い

は
一
つ
、
「
差
別
」
の
な
い
人
聞
社

会
を
確
立
す
る
こ
と
で
す
。
同
和
教

育
が
四
十
年
と
い
う
長
い
年
月
に
努

力
を
重
ね
な
が
ら
、

A
7
な
お
、
差
別

が
存
在
し
て
い
る
こ
と
の
現
実
に
ど

I君主|
F・

ZJムロ♂明
-唱J

う
立
ち
向
か
っ
て
行
け
ば
よ
い
か
。

そ
の
取
り
組
み
が
、
次
々
に
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

人
が
人
を
変
え
る
営
み
の
中
に
は

言
う
ま
で
も
な
く
人
と
人
と
が
触
れ

合
う
こ
と
で
心
が
働
き
、
自
分
を
見

つ
め
他
人
を
思
う
そ
の
中
で
、
偏
見

と
差
別
を
正
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
小
さ
な
歩
み
で
も
そ
の
実
践
が

自
分
を
変
え
、
そ
の
集
合
に
よ
っ
て

差
別
解
消
の
道
が
開
か
れ
て
い
く
思

い
が
し
ま
し
た
。
被
差
別
部
落
の
人

た
ち
の
生
の
声
を
耳
に
し
な
が
ら
、

そ
の
+
古
し
さ
や
心
の
痛
み
が
自
分
の

心
に
ど
ン
ピ
ン
さ
さ
っ
て
く
る
の
を

感
じ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
部
落
開

放
を
め
ざ
す
内
容
の
図
書
が
展
示
即

売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

勉
強
不
足
だ
っ
た
私
に
は
、
あ
れ

も
こ
れ
も
読
み
知
り
た
い
、
分
か
り

た
い
。
そ
ん
な
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。
三
日
間
の
研
修
の
荷
を
一
屑
に

し
な
が
ら
、

一
冊
の
本
を
求
め
ま
し

た
。
『
か
し
の
木
の
ひ
と
り
ご
と
』

こ
の
本
に
は
部
落
史
が
分
か
り
ゃ
す

く
書
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

グ
人
聞
は
尊
敬
し
あ
う
べ
き
者
で

あ
る
H

と
の
精
神
を
貫
徹
し
て
生
き

ぬ
い
て
き
た
人
々
の
輝
か
し
い
足
跡

と
平
和
を
求
め
、
命
を
尊
ぶ
が
ゆ
え

の
魂
と
魂
の
葛
藤
が
、
し
っ
か
り
と

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
代
、

そ
の
場
面
に
出
会
っ
た
人
々
の
思
い

に
心
を
寄
せ
な
が
ら
精
読
し
ま
し
た
。

同
和
教
育
は
、
被
差
別
部
落
の
人

た
ち
の
た
め
の
教
育
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
が
人
間
と
し
て
、
共
に

生
き
る
力
を
求
め
る
お
互
い
の
学
習

で
す
。

E
い
に
認
め
合
い
、
励
ま
し

支
え
合
え
る
人
間
関
係
に
な
っ
て
い

る
だ
ろ
う
か
。
気
の
合
う
者
だ
け
の

差
別
的
な
人
間
関
係
に
な
っ
て
い
な

い
だ
ろ
う
か
。
人
間
を
愛
し
、
人
間

と
し
て
認
め
ら
れ
る
自
分
で
あ
る
だ

ろ
う
か
。

A
7
私
た
ち
に
は
、
日
々
の

生
活
の
中
で
自
己
実
践
が
関
わ
れ
て

い
ま
す
。
自
己
実
践
と
は
、
真
に
差

別
心
の
な
い
自
分
に
変
容
す
る
こ
と

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

三
泊
四
日
間
の
研
修
有
り
難
う
ご

、
ざ
い
ま
し
た
。

川
上
小
学
校
同
和
教
育
推
進
主
任

近

藤

キ

サ

子

ー
あ
な
た
も
一
緒
に
、
素
敵
な
ビ
デ
オ
一

ラ
イ
フ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

i

…

当
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
四
年
十
二
媛
県
視
聴
覚
教
育
初
級
検
定
員
)
と

月
十
六
日
に
発
足
し
た
ば
か
り
の
渡
辺
誠
先
生
(
テ
レ
ビ
報
道
制
作
局

ほ

や

ほ

や

ク

ラ

ブ

で

す

。

次

長

)

の

お

二

人

の

指

導

を

受

け

て

現
在
会
員
は
、
男
性
八
名
、
女
い
ま
す
。

性
三
名
の
計
十

一
名
で
、
年
齢
も
初
め
て
の
活
動
と
な
っ
た
元
旦
の

二
十
代
か
ら
六
十
代
ま
で
幅
広
く
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
ビ
デ
オ
リ
ポ
ー

ま
た
ほ
と
ん
ど
の
方
が
初
心
者
で
卜
に
は
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

す

。

奮

闘

し

ま

し

た

。

本

格

的

な

活

動

は

ビ
デ
オ
教
室
で
知
り
合
っ
た
仲
こ
れ
か
ら
と
い
っ
た
所
で
す
が
、
和

聞
が
集
ま
り
、
同
教
室
の
講
師
で
、
気
合
い
合
い
の
楽
し
い
サ
ー
ク
ル
に

ベ
テ
ラ
ン
の
竹
田
昇
司
先
生
(
愛
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
、
是
非
と
も
こ
の
機

会
に
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
、

愉
快
な
仲
間
と

一
緒
に
ビ
デ
オ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
輪
を
広
げ

て
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
入
会
に
関
す
る
詳
し
い

相
談
は
、
次
へ
お
願
い
し
ま
す
。

O
川
内
町
教
育
委
員
会

合
六
六
|
四
七
二

一

有

線

五

九

一
一

O
川

内

町

高

木

高

木

園

雄

宮
六
六
|
二
五
三
二

有

線

五

三

八

二

サ
ー
ク
ル
紹
介

ビ
デ
オ
リ
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ

ハU
噌

E
A
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新
春

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

昨
年
は
色
々
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。婦
人
会
と
は
、
自
己
を
、
家
庭
を
、

地
域
を
、
楽
し
く
住
み
や
す
い
と
こ

ろ
に
し
て
い
く
た
め
に
、
町
内
の
女

性
が

一
つ
に
な
っ
て
手
を
つ
な
ぎ
、

仲
よ
く
助
け
合
っ
て
い
こ
う
と
す
る

会
で
す
。

な
く
て
は
な
ら
な
い
会
だ
と
思
い

ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
沢
山
お
聞
き

し
な
が
ら
、
運
営
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
婦
人
会
を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一
:
日
年
末
に
料
理
講
習
を
二

F
2
二
日
間
、
行
い
ま
し
た
。

一
教
一
一
日
目
は
、
ガ
ス
切
れ

…

…

な

ど

が

あ

り

、

ご

迷

惑

を

日
理
一
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
二

.
1
T
m

日
目
は
、
本
部
の
世
話
係

:

e

 

%
:
…
も
勝
手
が
分
か
り
、
ス
ム

ー
ズ
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
料
理
講
習
が
、
も
っ
と

度
々
あ
る
と
い
い
ね
」

な
ど
の
声
も
、
嬉
し
く
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
、
一
昨
年
と
、
婦
人
会
の
希

望
者
で
、
現
代
作
法
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
度
は
、
料
理
教
室
も
い

い
ね
、
な
ど
と
話
し
合
っ
て
お
り
ま

す。j鯛 j
z カ~ ? 

:ょ;
:ろ;
'-

jば:
:れi
iる i
iの i
iは j

鯛
が
古
く
か
ら
私
た
ち
に
好
ま
れ

る
の
は
、
そ
の
姿
形
が
美
し
い
と
い

う
ば
か
り
で
な
く
、
色
の
よ
さ
も
大

き
な
理
由
の

一
つ

で
す
。

さ
ら
に
、
め
で
た
い
の
鯛
で
あ
る

ご

ろ

と
い
う
縁
起
を
か
つ
ぐ
語
呂
合
わ
せ

の
意
味
合
い
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

あ
ま
鯛
の
よ
う
に
、
鯛
と
関
係
の
な

い
魚
に
も
、
よ
く
鯛
の
名
称
が
つ
く

の
は
、
ぞ
れ
だ
け
鯛
が
喜
ば
れ
た
証

拠
と
言
F

え
ま
す
。

そ
こ
で
お
祝
い
ご
と
と
言
う
と
、

必
ず
鯛
が
食
膳
に
運
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

焼
き
も
の
は
、
太
古
よ
り
の
調
理

法
に
よ
る
料
理
で
す
。
そ
の
焼
き
味

の
お
い
し
さ
は
、
世
界
の
料
理
の
中

で
も
共
通
の
う
ま
み
に
な
っ
て
い
ま

す。
ム
ラ
の
あ
る
焼
き
色
、
片
焦
げ
な

ど
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
P
7
。

鯛
は
、
一
す
じ
お
ろ
し
に
し
、
大

き
さ
を
揃
え
て
切
り
ま
す
。
隠
し
包

丁
を
入
れ
て
、
ふ
き
塩
を
し
、
金
串

を
さ
し
て
色
よ
く
焼
き
ま
す
。

小
鯛
の
場
合
は
、
片
身
を
両
づ
ま

折
り
(
両
端
を
丸
め
て
串
を
打
つ
)

に
し
ま
す
。

鯛
は
骨
が
多
い
の
で
、
小
骨
も
て

い
ね
い
に
抜
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

(
料
理
講
習
の
資
料
よ
り
)

昨
年
十
一
月
に
は
、
施
設
慰
問
用

の
「
タ
オ
ル
一
枚
運
動
」
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
陰
で
一
、
五
二
六
枚
の
タ
オ
ル

が
集
ま
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
愛
の
タ

オ
ル
で
す
。

高
く
積
み
上
げ
ら
れ
た
、
こ
の
タ

オ
ル
を
目
に
し
て
、
胸
が
熱
く
な
り

ま
し
た
。
婦
人
会
員
皆
さ
ん
の
心
の

や
さ
し
と
、
婦
人
会
の
力
強
さ
を
ひ

し
ひ
し
と
感
じ
、
勇
気
が
湧
い
て
く

る
思
い
が
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
末
、
民
生
委
員
さ
ん
や
福
祉
行

政
担
当
者
の
方
々
と
ご

一
緒
に
施
設

を
訪
問
し
て
、
皆
さ
ん
の
「
ま
ご
こ
ろ
」

を
届
け
さ
せ
て
い
た
、
だ
き
ま
し
た
。

施
設
の
皆
様
が
、
と
て
も
喜
ん
で

下
さ
い
ま
し
た
こ
と
を
、
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
川
内
町
婦
人
会

，
 

隠
し
句
丁
は
、
切
り
身
の
中
央
に
、
厚

さ
の
す
ぐ
ら
い
ま
で
包
丁
を
入
れ
ま
す
。

切
れ
目
の
長
さ
は
長
す
ぎ
な
い
こ
と
。

つ臼41よ
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A
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瓦

祉
協
議
会
だ

一
金
一
グ
}
て
明

一募一

つ
一
上

E

一
同
一
も
ん

1P
汁

豆
一
九
十
R

r

d

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
、
昨

年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
末
日
ま
で

「
い
ま
大
切
な
民
間
社
会
福
祉
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り

の
社
会
連
帯
の
精
神
に
支
え
ら
れ
た

活
力
あ
る
民
間
福
祉
活
動
の
事
業
推

進
の
た
め
の
財
源
を
確
保
す
る
も
の

で
す
。共
同
募
金
川
内
分
会
で
は
、
各
区

長
さ
ん
や
奉
仕
協
力
員
の
方
々
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
、
町
民
の
皆
様
や

職
場
の
方
々
な
ど
多
く
の
人
々
の
善

意
と
ご
協
力
に
よ
り
、
二
、
一
五
九
、

三
七
九
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
は
、
愛
媛
県

共
同
募
金
会
を
通
じ
ま
し
て
、
社
会

10 
福
祉
協
議
会
や
民
間
福
祉
施
設
な
ど

の
団
体
に
配
布
さ
れ
、
多
く
の
困
っ

た
人
々
に
皆
様
の
優
し
さ
が
届
け
ら

れ
ま
す
。
平
成
四
年
度
は
、
川
内
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
一
、
二
二

O
、一

一
四
円
の
お
金
が
福
祉
活
動
の
推
進

の
た
め
還
元
さ
れ
、
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

共
同
募
金
実
績
額

個
別
募
金

一
、
三
五
六
、

O
O七
円

企
業
募
金
四
六
二
、
五

O
O円

職

域

募

金

二

九

二
、
0
0
0門

学

校

募

金

二

八

、

八

二

O
円

そ
の
他
募
金

二

O
、
O
五
二
円

合

計

二

、

一
五
九
、
三
七
九
円

歳
末
た
す
け
あ
い

あ
た
た
か
い
心

あ
り
が
と
う

「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う
明
る
い
お

正
月
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
歳
末
た
す

け
あ
い
運
動
が
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
は
、
婦
人
会
の

役
員
の
方
々
や
区
長
さ
ん
の
ご
協
力

を
得
て
、
町
民
の
皆
様
や
団
体
か
ら

六
八
七
、

O
七
七
円
の
義
援
金
が
寄

，. 

せ
ら
れ
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
、

ご
援
助
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
義
援
金
は
、
十
二
月
十
七
日

民
生
委
員
さ
ん
、
婦
人
会
役
員
さ
ん

よ
り
、
福
祉
施
設
に
入
所
さ
れ
て
お

り
ま
す
町
出
身
の
方
々
に
ふ
る
里
の

善
意
を
贈
り
、
お
見
舞
い
し
ま
し
た
。

ま
た
町
内
の
独
居
老
人
、
ね
た
き
り

老
人
、
重
度
障
害
者
等
の
方
々
へ
民

生
委
員
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
、
お
見

舞
い
金
と
し
て
お
渡
し
し
ま
し
た
。

福祉施設を訪問し、ふるさとの善意を贈る
婦人会役員さんや、民生委員さん

歳
末
た
す
け
あ
い

義
援
金

戸

別
六
六
九
、
六
二
六
円

町
内
小
中
学
校

七
、
四
五

一
円

そ
の
他一O
、0
0
0円

合

計
六
八
七
、

O
七
七
円

曹

平
成
五
年
度
消
費
者

モ
ニ
タ
ー
募
集

内
〈
U
1
4
 

口
応
募
資
格

研
修
会
開
催
地
か
ら
交
通
所
要
時

間
一
時
間
半
程
度
以
内
の
地
域
に
居

住
す
る
二
十
歳
以
上
の
消
費
者

ロ
モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

モ
ニ
タ
ー
研
修
会
(
年
二
回
の
予

定
)
に
出
席
す
る
こ
と
、
年
数
回
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
回
答
す
る
こ
と
、

自
由
通
信
に
よ
り
消
費
者
と
し
て
の

意
見
・
要
望
・
情
報
を
随
時
提
供
す

る
こ
と
、
公
正
取
引
委
員
会
が
お
願

い
す
る
調
査
に
協
力
し
て
い
た
だ
く

こ
と
な
ど
。
(
法
律
的
専
門
知
識
は

不
要
)

口

任

期

平
成
五
年
四
月
か
ら
平
成
六
年
三

月
末
ま
で
の
一
年
間

口
申
込
期
限

平
成
五
年
二
月
六
日
(
土
)

口
お
問
い
合
わ
せ

一T
七
六

O

高
松
市
松
島
町
1

|

口
l
お

高
松
第
2
地
方
合
同
庁
舎

公
正
取
引
委
員
会
事
務
局

四
国
事
務
所
総
務
課

(
含

O
八
七
八
上
二
四
l

一
四
四
一
)



一成人おめでとう

ございます一

20歳から
スタートノ 直 巴
国民年金 E 直

一
月
十
五
日
は
成
人
の
目
、
大
人

の
仲
間
入
り
を
さ
れ
る
皆
さ
ん
、
成

人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
二
十
歳
に
な
っ
て
何

を
始
め
ら
れ
ま
す
か
。

晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
さ
れ

た
皆
さ
ん
に
は
、
選
挙
権
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
権
利
と
と
も
に
義
務
も
生
じ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
国
民
年
金

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

も
大
切
な
義
務
の
ひ
と
つ
で
す
。

園
長
年
金
は
、
皆
さ
ん
を
は
じ
め

若
い
世
代
が
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
お
年
寄
り
の
年
金
を
支

え
、
そ
し
て
、
皆
さ
ん
が
年
を
取
っ

た
と
き
に
は
、
次
の
世
代
に
支
え
て

も
ら
う
と
い
う
「
世
代
と
世
代
の
助

け
合
い
」
を
基
本
に
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
、
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

こ
れ
か
ら
の

暮
ら
し
を
守
リ

保
証
す
る

ハ
ー
ト
ナ
!
な
ら

国
民
年
金

二
十
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
皆
さ

ん
は
「
年
金
な
ん
て
、
ま
だ
遠
い
将

来
の
こ
と
:
:
:
」
と
感
じ
ら
れ
る
で

し
ょ
う
が
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ

さ
い
。
よ
く
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

今
や
人
生
八
十
年
時
代
、
高
齢
化

が
進
む
現
在
、
老
後
問
題
は
深
刻
で

す。
も
し
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。
子
供
や
孫
が

自
分
の
面
倒
を
見
て
く
れ
る
と
い
う

保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、
ひ
と

り
暮
ら
し
の
老
人
の
数
は
、
年
々
急

増
し
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
こ
の
長
い
老
後
を
生

き
が
い
の
あ
る
豊
か
な
も
の
に
す
る

た
め
に
、
若
い
と
き
か
ら
の
準
備
が

必
要
と
言
え
ま
す
。

人
は
誰
で
も
年
を
と
り
ま
す
。

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
と
い
う

よ
う
に
、
そ
の
時
に
な
っ
て
慌
て
ぬ

よ
う
若
い
と
き
か
ら
準
備
し
て
お
き

中
立
'
し
ょ

'7
。

二
十
歳
に
な
っ
た
あ
な
た
、
今
す

ぐ
市
町
村
役
場
で
国
民
年
金
の
加
入

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

(呆

圏
、
だ
よ
り

老

人

保

健

制

度

七
十
歳
以
上
(
ね
た
き
り
な
ど
の

お
と
し
よ
り
は
六
十
五
歳
以
上
)
の

お
と
し
よ
り
の
医
療
は
、
す
べ
て
老

人
保
健
法
の
も
と
に
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
れ
ま
で
、
国
保
に
加
入
し
、
国

保
に
よ
る
医
療
を
受
け
て
い
た
わ
け

で
す
が
、
七
十
歳
に
な
る
と
、
老
人

保
健
法
に
よ
る
医
療
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は

老
人
保
健
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か

る
と
き
に
は
、
医
療
機
関
の
窓
口
に

市
区
町
村
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
る
健

康
手
帳
・
医
療
受
給
者
証
と
保
険
証

を
提
出
し
て
下
さ
い
。

-14一

お
医
者
さ
ん
の
窓
口
で
支
払
う

一
部
負
担
額
は

外
来
受
診

一

か

月

(
各
医
療
機
関
の
診
療
科
ご
と
に
支

払
い
ま
す
。
)

外
来
受
診
の
場
合
は
、
病
院
・
診

療
所
が
変
わ
れ
ば
、
そ
の
つ
ど
一
部

負
担
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

九
O
O
円

日院

入(
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
で
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
は

一
日
三

O
O円

を
二
か
月
閣
の
限
度
で
負
担
)

六
O
O
円

四
十
歳
に
な
っ
た
ら

健
康
手
帳
の
受
付
を

四
十
歳
に
な
っ
た
ら
希
望
者
に
健

康
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
年
一
回

の
検
診
等
を
積
極
的
に
受
け
て
自
分

の
健
康
づ
く
り
を
心
が
け
る
よ
う
に

し
土
品

1
〉
よ
、
7
。



• 

税
の
おはなし

正
し
い
確
定
申
告
を

お
早
め
に

f

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
来

土品

T
レ
h
~

。

所
得
税
の
確
定
申
告
は

二
月
十
六
日

1
三
月
十
五
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。

所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
正
し

く
所
得
を
計
算
し
、
税
金
を
計
算
し

て
納
付
す
る
申
告
納
税
制
度
を
と
っ

て
い
ま
す
。

所
得
金
額
や
税
額
を
正
し
く
計
算

し
、
申
告
と
納
税
は
期
限
内
に
お
済

ま
せ
下
さ
い
。

申
告
時
期
が
間
近
か
に
な
り
ま
す

と
、
税
務
署
の
窓
口
は
大
変
混
雑
し

落
ち
着
い
て
相
談
が
で
き
な
か
っ
た

り
、
長
時
間
お
待
た
せ
す
る
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け

税
務
署
か
ら
指
定
さ
れ
た
相
談
日
に

そ
の
他
の
方
も
で
き
る
だ
け
早
め
に

申
告
を
お
済
ま
せ
下
さ
い
。

確
定
申
告
を
す
る
と
き
に
、
あ
わ

て
な
い
で
済
む
よ
う
に
、
今
か
ら
必

要
書
類
な
ど
を
準
備
し
て
わ
き
ま
し

ょト
7
0

O
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人

①
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
基
礎

控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な

ど
の
所
得
控
除
の
額
を
超
え
る
人

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収

が

一
千
五
百
万
円
を
超
え
る
人
や
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

が
二
十
万
円
を
超
え
る
人
な
ど
で
す
。

申
告
書
の
書
き
方
な
ど
、
分
か
り

に
く
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
税
務

署
や
税
務
相
談
室
に
ご
相
談
く
だ
さ

川
内
町
の
税
務
相
談
日
は
次
の
と

お
り
で
す
。

大
二
月
二
十
五
日
(
木
)

大

二

十

六

日

(

金

)

大
午
前
九
時

1
午
後
四
時

大

川

内

町

役

場

別

館

な
お
、
贈
与
税
の
申
告
は
、
二
月

一
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
、
個
人

事
業
者
の
消
費
税
の
申
告
期
限
は
、

三
月
三
十

一
日
で
す
。

(
土
曜
日
は
、
閉
庁
日
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
0
)

ル

~ 

県
営
住
宅
補
欠
入
居
者
募
集

消費税の確定申告(1 月 1 日 ~3 月 31 日)

V
申
込
受
付
期
間
/
平
成
五
年
二
月

十
五
日
(
月
)
か
ら
二
月
十
九
日
(
金
)

八
時
三
一
十
分
か
ら
十
七
時

V
受
付
場
所
/
O
城
北
・
城
西
、
城

東
、
城
南
地
区
・
松
山
市
北
持
田
町

二
二
一
了
松
山
地
方
局
建
設
部
建
築

指
導
課
県
営
住
宅
係
(
包
囲
一
t
l

一

一一

一・

内
線
四
四
三
)

O
伊
予
地

区

・
伊
予
市
米
湊
二
六
九
の

一・

松

山
地
方
局
伊
予
土
木
事
務
所
(
宮
八

一
一
|
一
二

O
五
)

V
抽
選
日
時
/
平
成
五
年
三
月
二
日

(
火
)
・
十
三
時
三
十
分
か
ら

O
運
転
手
に
対
す
る
も
の

あ
ぶ
な
い
よ
カ
l
ブ
で
タ
イ
ヤ
が

泣
く
速
度

O
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
に
対
す
る
も
の

か
け
込
む
な
青
の
ま
ば
た
き

も
う
危
険

O
こ
ど
も
か
ら
の
募
集

お
し
ゃ
べ
り
に
む
ち
ゅ
う
で
見
え
な
い

*
募
集
団
地

伊 域 城 商城
地

予 南 東 地北
I也 地 地 区・ 区

広 区 区 城
名

新 酋石 久卒中 j薄
山急 梅jそヰ宇主 松J11 弁石 井・ 米・辺
風
回1千二 . 中 ・

イ升
森松
三淵梅

主須主 ・ 松 土色
予 町 ・の i朝差異

吟ヨド 見 -
名

音~!日E 松 -朝
天‘ E華美

赤
し
ん
ご
う

Fhυ 



き
の
こ
の
名
前
、

冬
を
代
表
す
る
料
理
と
い
え
ば
、

鍋
も
の
料
理
、
そ
し
て
鍋
も
の
と
言

え
ば
肉
や
野
菜
と
共
に
「
き
の
こ
」

が
付
き
物
で
す
。

鍋
も
の
に
よ
く
使
わ
れ
る
「
き
の

こ
」
と
し
て
は
、
シ
イ
タ
ケ
、
シ
メ

ジ
、
エ
ノ
キ
ダ
ケ
が
常
連
で
す
が
、

実
は
、
こ
の
中
に
本
当
の
名
前
で
は

な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
お
分
か
り
で
し
ょ
う
か
。
正
解

は
シ
メ
ジ
で
す
。

普
か
ら
「
香
い
松
茸
、
味
占
地
」

と
申
し
ま
す
が
、
こ
こ
で
言
わ
れ
る

シ
メ
ジ
は
種
名
を
ホ
ン
シ
メ
ジ
と
言

ぃ
、
少
し
専
門
的
な
話
に
な
り
ま
す

が
、
マ
ツ
タ
ケ
同
様
菌
根
性
き
の
こ

で
あ
る
た
め
、
コ
ナ
ラ
や
ア
カ
マ
ツ

の
林
に
自
然
発
生
し
た
も
の
を
採
取

す
る
し
か
方
法
が
な
く
、
人
工
栽
培

は
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。一
方
、
一
般
に
シ
メ
ジ
の
名
前
で

売
ら
れ
て
い
る
「
き
の
こ
」
は
、
本

当
の
名
前
を
ヒ
ラ
タ
ケ
と
言
い
、
人

工
的
に
栽
培
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん

ご
存
じ
で
す
か
っ
・

ど
で
す
。
昔
か
ら
お
い
し
い
「
き
の

こ
」
の
代
名
詞
と
し
て
シ
メ
ジ
の
名

前
が
通
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
う

し
た
誤
っ
た
名
前
が
付
け
ら
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
ブ
ナ
シ
メ
ジ
と

か
ホ
ン
シ
メ
ジ
の
名
前
で
流
通
し
て

い
た
り
、
さ
ら
に
悪
質
な
例
と
し
て

は
、
傘
の
聞
か
な
い
シ
イ
タ
ケ
に
マ

ツ
タ
ケ
の
香
料
を
添
加
し
て
「

0
0

ま
っ
た
け
」
等
の
名
前
で
、
高
値
で

売
ら
れ
て
い
た
事
例
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
。鍋
も
の
料
理
に
欠
か
せ
な
い
「
き

の
こ
」
も
、
最
近
で
は
技
術
の
進
歩

に
伴
い
人
工
栽
培
物
が
主
流
を
占
め

る
よ
う
に
な
り
、
消
費
者
の
見
る
目

が
益
々
問
わ
れ
そ
う
で
す
。

N
H
K
学
園
専
攻
科

『
社
会
福
祉
コ

l
ス』

1
9
9
3
年
度
|
|

4
月
期
生
募
集
の
ご
案
内

N
H
K
学
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
「
社
会
福
祉
コ

l
ス
」
は
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
で
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ

ラ
ン
テ
ァ
ア
の
育
成
を
目
的
と
し
て

社
会
福
祉
科
目
お
よ
び
教
養
科
目
を

学
習
し
ま
す
。

-
4月
期
生
募
集
期
間

一
一
月
一
日

1
四
月
五
日
ま
で

園
入
学
資
格

高
等
学
校
卒
業
以
上

-
終
了
年
限
は
二
年
(
半
年
を
一
期

と
し
て
四
期
ま
で
あ
り
ま
す
。
)

-
お
問
い
合
わ
せ
並
び
に
入
学
案
内

書
(
付
願
書
、
無
料
)
の
請
求
は

左
記
若
し
く
は
お
近
く
の

N
H
K

ま
で
。

一T

一
八
六

O
一

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
二

三
六

N
H
K
学
園
高
等
学
校
専
攻
科

m
O四
二
五
(
七
二
)
=
二
五
一

電話 66-4989
有線 3130 

収集曜日 収 集 1也 域 収集日又は収集変更日

月・木
東谷・西谷(井内を除く)

毎
土谷・滑川・天神・鳥の子・横灘団地 2月11日(木)を 2月12日幽に収集

--・・・・ーー圃毒事事ーー.~ ~ - ーーーーーーーーーーーー・ーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーー-ー・ー・ー・・ーーーー・ーーーーーー
木 井内

火・金 北方・南方
変更なし。.司ー骨骨---ー--ーー・・司ーーー可申ーーーーーー・ーーーーー・ーーーー・骨 4・ー骨・p・・・ーーーーーーーーーー・・ーーーーーーーーーー・・・

火 奥松瀬川
遇 目。松瀬川I(鳥の子を除く)
水・土

町筋(天神を除く)
変更なし。

清掃センター2月ごみ収集計画
~;る3ごみ

ち~Îðいごみ

JlX 集 t迎 域 ガフス・空きビン類 空き缶等金物類 組大ゴ 、、、、

東谷.-gg谷(井内を除く)
2月8日(月) 2月22日(月) 次回は 4月です

天神・鳥の子・横灘団地

北方・南方・奥松瀬川 2月9日例 2月23日伏) 次回は 4月です

前松瀬J11 (鳥の子を除く)
2月10日休) 2月24日休) 次回は 4月です

町筋(天:神を除く)

井内・土谷・滑川 2月18日(木) 2月25日(木) 次回は4月です

2 

ゴミの減量にご協力をグく〉

n
h
u
 

く〉できるだけ自家処理をして、



グ
健
康
づ
く
り
講
座
d

開
催
の
ご
案
内

ト 2P健康センターだより
一一 一 一一
2 8 (1<)清佐乳食講習 (センター)

4日(対 |ファミリ ー健康相談 (土谷公民館)

健康教育 「体力づくりと健康の維持J (センター)

育児相談 ・育児学級 (センター)

(町西部公民館)

5 8 (お

10日(水)

00  
講演
師題

『寝
た
き
り
は
防
げ
る
』

愛
大
第

一
内
科

教

授

藤

田

繁

先

生

一
一月
二
十
四
日
(
水
)

午
後
一
時
三
十
分
1
三
時

〈〉
場
所
川
内
町
健
康
セ
ン
タ
ー

。
聴
講
料
無
料

。
日
時

※
皆
さ
ん
、
ご
参
加
下
さ
い
。

(センター)

17臼(水j

(センター)

19日樹|ファミリー健康相談、成人健康相談(永野集会所)

20日ω!男のための料理教室 (センター)

23日ω!栄養学級・こころの健康相談 (センター)

248 (ね i健康づくり講座「寝たきりは防け守るJ (センター)
毎週月曜81不用犬買上げ
毎滋水種目|健康相談 ・栄養相談

母子手帳交付・妊婦健康相談

ファミリー健康相談

子育て教室18日(木)

(センタ ー)

(ガリラヤ荘)機能回復訓練事業

主話番医

7 8 (日) ft64-2200 (牛淵)

幸
せ
な
家
族
計
画
相
談

保
健
所
で
は
、
家
族
計
画
に
関
す

る
悩
み
の
柑
談
に
専
門
の
相
談
員
が

無
料
で
応
じ
て
い
ま
す
。

秘
密
厳
守
な
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。

〈
申
し
込
み
〉

電
話
又
は
、
手
紙
に
よ
る
予
約
制
刷

一T
七
九
O

松
山
市
北
持
田
町

一一
一一
二

松
山
中
央
保
健
所

(含
同一

l
一
一
一

一
内
線
二
五
八
)

ft64-2461 
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内
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憾
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